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駅
周
辺
整
備
課
長 

 

小
林 
一
三 

四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動
で
駅
周
辺
整

備
課
長
と
し
て
参
り
ま
し
た
、
小
林
一
三
で

す
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
四
年
間
、
駅
周
辺
整
備
局
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
二
度
目
と

な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
間
、
区
画
整
理
地
内
も
整
備
が
進
み
、

旧
マ
ツ
ヤ
の
移
転
・
デ
リ
シ
ア
七
瀬
店
の
開

店
、
駅
南
幹
線
の
中
御
所
J

R
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
部
や
、
栗
田
屋
島
線
の
東
通
り
交
差
点
ま

で
の
道
路
築
造
工
事
の
着
手
、
ま
た
、
旧
駅

周
辺
整
備
局
事
務
所
の
解
体
、
そ
れ
に
続
き

近
隣
公
園
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

し
か
し
事
業
も
終
盤
を
迎
え
る
中
、
国
か

ら
の
補
助
金
の
配
分
が
少
な
く
事
業
費
が
確

保
で
き
な
い
た
め
、
第
五
回
目
の
事
業
計
画

変
更
を
平
成
二
十
九
年
九
月
に
行
い
事
業
期

間
を
二
年
間
延
長
し
平
成
三
十
二
年
度
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
権
利
者
の
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
今
後
一
層
の
事
業
進
捗
が
図

ら
れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
新
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

                      

  

発
行
（
第
四
十
四
号
） 

平
成
三
十
年
四
月
二
十
七
日 

長
野
市
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
局 

 

駅
周
辺
整
備
課 

電
話 

〇
二
六
（
二
二
四
）
五
一
九
四 

主 

な 

記 

事 

新
任
駅
周
辺
整
備
課
長
あ
い
さ
つ
・
人
事
異
動
・
一
面 

平
成
三
十
年
度
の
工
事
施
工
予
定
に
つ
い
て
・
・
二
面 

審
議
会
委
員
の
選
挙
に
つ
い
て 

測
量
業
務
に
よ
る
土
地
の
立
入
に
つ
い
て
・
・
・
三
面 

清
算
金
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
面 

《
人
事
異
動
》 

 

四
月
一
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
り
次

の
職
員
の
転
入
・
転
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

転
入
者 

（ 

）
は
担
当
地
区 

小
林 

一
三 

 
 

課
長 

和
田 

真
一 

 
 
(

七
瀬)

 

西
山 

麻
美
子 

(

栗
田)

 

 

石
田 

憲
人 

（
栗
田
） 

 
 

佐
藤 

忠
文 

（
北
中
・
中
御
所
） 

 
 

藤
倉 

芳
充 

（
栗
田
） 

 

岡
村 

賢
治 

（
七
瀬
） 

 

篠
原 

重
実 

（
北
中
・
中
御
所
） 

 

土
屋 

良
泰 

（
栗
田
） 

転
出
者 

(
 

)

は
転
出
先 

内
藤 

久
雄 

 
(

市
街
地
整
備
課)

 

桑
原 

武
彦 

 
 
(

戸
隠
支
所)

 

金
子 

美
恵 

 

（
公
共
施
設
マ
ネ
ジ 

メ
ン
ト
推
進
課
） 

 

小
幡 

法
弘 

 

（
水
道
整
備
課
） 

 

相
澤 

秀
明 

 

（
建
築
指
導
課
） 

 

小
根
澤 

亮 
 

（
三
輪
公
民
館
） 

 

横
澤 

邦
俊 

 

（
河
川
課
） 

 

宮
本 

和
幸 

 

（
消
防
局
総
務
課
） 

 

三
枝 

大
士 

 

（
生
活
支
援
課
） 

新

任

の

あ

い

さ

つ 

旧整備局事務所北側の桜の木 

      今年も見事に咲きました 

http://www.city.nagano.nagano.jp/
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マツヤ  

平
成
三
十
年
度
の
主
な
工
事
施
工
に
つ
い
て 

 

完成した北中の歩行者専用道路 

マツヤ  

近隣公園（多目的広場） 

・旧事務所等解体撤去  

・防災備蓄倉庫、トイレ  

・近隣公園整備  

駅南幹線  

・JR アンダーパス部整備  

・暫定供用部整備  

①
近
隣
公
園 

施
行
区
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
近
隣

公
園
の
整
備
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

旧
駅
周
辺
整
備
局
の
事
務
所
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
物
の
取
壊
し
を
昨
年

七
月
か
ら
着
手
し
、
そ
の
後
、
山
積
さ
れ
て

い
た
土
を
搬
出
し
て
造
成
を
行
い
、
現
在
は
、

側
溝
や
縁
石
な
ど
の
構
造
物
の
設
置
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
す
。 

近
隣
公
園
内
、
南
側
の
多
目
的
ト
イ
レ
と

防
災
備
蓄
倉
庫
の
建
築
工
事
は
、
お
陰
さ
ま

で
、
こ
の
三
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
近
隣
公

園
全
体
の
竣
工
は
平
成
三
十
年
度
末
を
目
標

に
し
て
お
り
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ま
で
の
間
、
お
使
い
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

近
隣
公
園
の
工
事
に
あ
た
り
、
昨
年
五
月

に
開
催
し
た
説
明
会
で
、
旧
駅
周
辺
整
備
局

北
側
の
銀
杏
、
桜
の
木
（
三
本
）
を
ぜ
ひ
残

し
て
欲
し
い
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
桜
の
木
は
推
定
樹
齢
が
お
お
よ
そ
七
十

年
の
老
木
で
、
周
り
の
造
成
工
事
の
影
響
な

ど
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
現
場
の
真

ん
中
で
、
こ
の
春
、
元
気
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
銀
杏
の
木
に
つ
い
て
は
、
樹
木
医
に

診
断
し
て
も
ら
い
、
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。

少
し
さ
っ
ぱ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
秋 

  

に
き
れ
い
な
黄
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
、
配
慮

し
な
が
ら
工
事
を
行
い
ま
す
。 

 
 

 

②
栗
田
屋
島
線 

 

栗
田
屋
島
線
の
工
事
で
は
、
現
道
の
通
行

の
確
保
が
不
可
欠
な
た
め
、
道
路
が
拡
幅
さ

れ
る
北
側
の
施
工
を
先
行
し
て
、
今
ま
で
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
北
側
に
つ
い
て
は
、

東
通
り
と
の
交
差
点
部
を
残
し
ほ
ぼ
工
事
が

完
成
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

今
年
度
は
、
道
路
の
南
側
の
施
工
に
移
り
、

グ
レ
ー
ス
ク
レ
ス
ト
ビ
ル
か
ら
長
野
信
用
金

庫
七
瀬
支
店
さ
ん
の
前
ま
で
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
東
通
り
交
差
点
付
近
で
、
南
俣

大
堰
の
暗
渠
を
接
続
す
る
工
事
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
東
通
り
と
の
交
差
点
改
良
工
事

は
、
区
画
整
理
区
域
外
と
な
る
主
要
地
方
道

長
野
菅
平
線
の
拡
幅
に
伴
い
用
地
買
収
が
必

要
と
な
り
、
来
年
度
の
施
工
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
た
め
、
東
通
り
と
の
交
差
点
の
改
良

工
事
が
終
了
す
る
ま
で
、
栗
田
屋
島
線
で
は

四
車
線
か
ら
二
車
線
に
車
線
を
絞
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

③
駅
南
幹
線 

 

中
御
所
地
区
の
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部

は
、
二
車
線
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
線
路
下
ト
ン
ネ
ル
部
は
既
に
四
車
線
の

幅
員
で
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
画
整
理
地

区
内
で
は
、
現
在
、
北
側
車
線
の
拡
幅
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
新
幹
線
に
隣
接
す
る
部
分

を
Ｊ
Ｒ
長
野
支
社
に
、
そ
の
東
側
の
土
留
部

を
当
課
が
発
注
し
た
工
事
で
施
工
し
て
い
ま

す
。 

 

今
年
度
、
現
在
道
路
と
し
て
供
用
し
て
い

る
南
側
の
工
事
を
着
手
し
ま
す
。
こ
の
工
事

で
は
、
施
工
の
効
率
と
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
、
約
一
年
間
、
通
行
止
め
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

完
了
す
る
と
八
十
二
銀
行
本
店
の
南
側
ま

で
四
車
線
化
と
な
り
、
メ
ル
パ
ル
ク
北
側
の

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
と
と
も
に
、
長
野
駅
周
辺
の

環
状
線
が
完
成
し
円
滑
な
交
通
体
系
が
実
現

し
ま
す
。 

な
お
、
旧
長
野
真
田
線
か
ら
駅
南
幹
線
へ

は
、
接
続
が
で
き
な
く
な
り
、
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
部
を
上
が
り
切
っ
た
交
差
点
か
ら
駅
南
幹

線
に
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
駅

南
幹
線
の
南
側
の
施
工
が
始
ま
り
ま
す
と
、

交
通
規
制
な
ど
、
今
ま
で
と
状
況
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
通
行
止
め
の

期
間
な
ど
は
事
前
に
説
明
会
を
開
催
し
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

http://www.city.nagano.nagano.jp/
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現
在
の
審
議
会
委
員
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
十

七
日
で
、
五
年
の
任
期
が
満
了
し
ま
す
の
で
、
土
地

区
画
整
理
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
審
議
会

委
員
の
改
選
を
行
い
ま
す
。 

一 

審
議
会
委
員
の
定
数 

十
五
名
（
現
在
の
内

訳
・
宅
地
の
所
有
者
十
名
、
借
地
権
者
二
名
、

学
識
経
験
者
三
名
） 

二 

次
期
の
任
期 

平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日

～
最
長
五
年
間 

三 

主
な
日
程
（
予
定
） 

（
一
） 

選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間 

平
成
三
十
年
十
一
月
上
旬 

二
週
間 

（
二
） 

立
候
補
届
及
び
立
候
補
推
薦
人
届
の
受
付

期
間 

 

平
成
三
十
年
十
一
月
下
旬 

約
一
週
間 

（
三
） 

選
挙
投
票
日 

 

平
成
三
十
年
十
二
月
中
旬 

四 

審
議
会
委
員
の
今
後
の
役
割 

（
一
） 

評
価
員
の
選
任
（
改
選
）
の
同
意 

（
二
） 

換
地
計
画
の
変
更
や
縦
覧
に
伴
い
提
出
さ

れ
た
意
見
書
の
審
査 

な
ど 

 

清
算
金
は
、
換
地
さ
れ
る
べ
き
権
利
地
積
と
実

際
の
換
地
の
地
積
に
差
が
あ
る
場
合
、
金
銭
に
よ

り
是
正
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。（
土
地
区
画
整
理

法
第
九
十
四
条
） 

 
 

清
算
金
に
つ
い
て 

審
議
会
委
員
の
選
挙
に
つ
い
て 

http://www.city.nagano.nagano.jp/
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マツヤ  

 

・
主
に
次
の
二
種
類
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
一
）
減
歩
緩
和
措
置
に
よ
る
場
合 

（
二
） 

工
事
完
成
後
に
換
地
設
計
に
よ
る
権
利
地
積
と
換
地

（
出
来
形
確
認
測
量
後
）
地
積
の
差
が
生
じ
た
場
合 

     

 

＊
清
算
金
対
象
地
積
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
、
清
算
金
を
支

払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

今
後
の
換
地
計
画
作
成
に
際
し
、
清
算
金
の
単
価
は
、
本
事
業

の
評
価
員
の
意
見
を
聞
い
て
決
定
し
ま
す
。 

 

〈
単
価
算
定
に
参
考
と
す
る
主
な
も
の
〉 

 
 

 

・
固
定
資
産
税
評
価
額 

 
 

 

・
相
続
税
路
線
価
額 

 
 

 

・
公
示
価
格 

 

  

工
事
が
完
成
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
換
地
処
分

に
む
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度
は
、
換
地
処
分
に
必
要
な
換
地
計
画
作
成
の

た
め
の
出
来
形
確
認
測
量
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

出
来
形
確
認
測
量
と
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
工
事

が
完
了
し
た
時
点
で
、
街
区
及
び
画
地
の
位
置
、
形
状
及
び
地
積

を
確
認
す
る
作
業
を
い
い
ま
す
。 

 

 

最
初
に
、
道
路
等
で
囲
ま
れ
た
街
区
の
出
来
形
確
認
測
量
を
工
事

が
完
成
し
た
箇
所
か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
後
、
皆
様
の
換
地
の
出
来
形
確
認
測
量
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
が
換
地
計
画
に
反
映
す
る
換
地
地
積
と
な
り
ま
す
。 

特
に
平
成
三
十
年
夏
頃
か
ら
約
二
年
間
、
測
量
に
必
要
な
杭
や
標

識
の
設
置
（
毀
損
・
亡
失
の
復
元
を
含
む
）
及
び
計
測
の
た
め
、
皆

様
の
土
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

 

近隣公園整備状況 

防災備蓄倉庫、多目的トイレ等を整備しました 

「
ひ
が
し
ぐ
ち
」
は
事
業
関
係
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
希
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 
＝ 

― 

測
量
業
務
に
よ
る
土
地
の
立
入
に
つ
い
て 

清算金  

対象地積  

権利地積  

 

換地地積  

 

http://www.city.nagano.nagano.jp/

